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2017 年（平成 29 年） 11 月度 理事会 議事録  

 

【日時】 2017 年 11 月 18 日（土） 9:30 開始 – 12：20 終了  

【場所】 JSPE 溜池事務所 および スカイプ 

【出席者】  事務所 4 名  スカイプ 8 名  計 12 名 

（事務所）  森山、山浦、出家理事、植村監事 

（スカイプ)   阪井、川村、森口、西久保、峯松、柴山、横山理事、竹政監事 

【欠席者】 稲葉、寺田、小口理事 

  

【審議開始準備】 

・ 議事進行者、書記、議事確認者を議長より指名  書記：山浦、承認者：森山、阪井、川村  

・ 前回までの理事会からの宿題事項確認は各項目の中で行うこととする 

 

【審議事項】 （審議希望事項と提議者・部会名を記載のこと） 

 

1. 会員数推移 （会員：小口） ･･･ 資料 1（入退会者氏名等） 

９月度理事会後  PE187 名 準 PE65 名 FE76 名 AF25 名 ST8 名 合計 361 名 

今理事会後     PE190 名 準 PE63 名 FE76 名 AF25 名 ST9 名 合計 364 名 

  

2. JPEC との溜池山王事務所使用協定書の締結の件（事務局：阪井）・・・資料 2 

9月理事会での結論を、阪井事務局長よりJPEC担当理事に対し伝えるとともに、使用協定書を要

点を踏まえたものに見直して提示した。 この結果、今年度中の JSPE 賃貸料は従来通り 31.5 万

円/年とし、来年度からは 4 月末と 10 月末との分割払いで 40.5 万円/年を JPEC に対し支払うこと

となった。 新協定書の JSPE 側署名者は阪井事務局長とし、JPEC 側の署名も整えば来年 4 月 1

日に新協定書が発効となる。 

 なお、事務所内のキャビネットについて約 40％は JSPE が使用していると JPEC より指摘があり、

理事会終了後に 40%を占有していることを確認した。 

 

3. 広報部会業務について （会長川村） 

柴山理事より、今年度限りで理事職を退き、広報部会長職と副会長職については今理事会を以て

退きたい旨の表明があった。これを受け、柴山理事が担ってきた広報部会業務が広範囲にわたる

ことやその業務マニュアルの有無等について議論が交わされた後、当面の広報部会長は副会長

である森山理事が兼務すること、副部会長は出家理事が引き続き担当すること、及び各部会業務

の分担は以下のとおりとすることとした。  

- JSPE マガジン編集 ・・・ 出家理事 

- 会員メールアドレス更新、行事メール配信及び SNS 推進 ・・・ 峯松理事 

- 行事案内の掲示板投稿、イベントカレンダー更新 ・・・ 森山理事 

- ウエブサーバー管理に係る諸事務、AJ の業務管理 ・・・ 川村理事 

 

4. 年会費改定案（会員）・・資料 3 

9 月理事会での申合せに基づき 10 月入会者に適用した減額初年度会費を実績として、これを細

則化した案（資料 3 中の案 3： 4-9 月は 100%、10-12 月は 75%、 1 月は 50%、 2-3 月は 0%）が了

承された。  

なお、他学協会では入会時期に関わらず初年度、2 年目とも年会費全額を徴収しており JSPE の

従来の初年度および 2 年目会費の扱いが細かすぎるのでは？ 新入会者に 2 年目会費も 100%
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請求すると正直に説明するばよいのではないか？ との意見があり、来年度の検討宿題とした。 

 

5.  JSPE ウェブコンテンツの再構築について・・資料４（森山） 

ウエブサイト上コンテンツの更新が実態として停滞していることから、コンテンツの更新を全て

業者に依頼するやり方から、関係理事も参画できる形に変えること（具体的にはレンタルサーバ

ーの現行プラン（X20）を新プラン(ACE01)に移行させ、新プラン上でインストールできる 

WordPress 等のコンテンツマネジメントシステム(CMS)を業者と関係理事とが共同利用する形と

すること）、及びそれを来年 5月リリースを目途に森山理事リードで、川村理事、森会員、AJ 橋

口、その他のメンバーで導入作業を行いたいとの提案があった。この提案について次の質疑が

行われた後、了承された。 

（峯松）WordPress 導入により、現行の掲示板投稿(Web Diary Professional)だけでなくコンテ

ンツ更新も関係理事が行えるという利点がある一方、関係理事が WordPress に習熟する必要も生

じるのでは → （森山）WordPress 操作は確かに習熟が必要なようであり、先行メンバーによ

り簡易マニュアルなどを作ることで対処したい 

（柴山）サーバープラン移行となると、9月理事会で却下されたクラウドサービス導入と同等以

上の費用が結局かかることにならないか → （川村）レンタルサーバー上でのコンテンツ移行

に係る業者委託費用が発生するが、移行が済めばクラウドサービスのように毎年継続的に高額な

費用が発生するということは無いと考えている 

（峯松）レンタルサーバー上での会員データベースとオフラインでのファイルメーカーツール

（Kamsys：報告事項 6.参照）とを併存させる案のようだが、どちらかに統一できないのか → 

（川村）できれば統一したいところだが、会費納入のような毎年項目が増える情報をオンライン

化すると安価なレンタルサーバー上では検索などに思いの外負荷がかかって動作が遅くなる等

の技術的問題があると専門知識のある会員から伺っている。このため、当面はサーバー上データ

ベースとオフラインソフトとの二本立てで進めるが、ファイルメーカーがオンライン化できる等

の動きもあるようなので来年度以降の継続課題としたい。サーバーとデータベース双方について

専門知識の勉強と咀嚼を行いながら抜けのないようにしていきたい。 

 

6.  JSPE マガジン記事の対外提供について・・資料５（出家） 

 

NSPE 機関誌 PE Magazine のエシックス事例記事対訳を JSPE マガジンに毎回投稿下さっている 

田崎/神野両会員より、9 月下旬、マガジン編集長である出家理事に対し次の申し出があった。 

・ 親交のある鹿児島高専が上記対訳記事を倫理の授業に使用したいと言っている 

・ NSPE の原著者（A.シュワルツさん）からは記事を同校の倫理あるいは英語の授業に使用して

よい、但しその授業資料は NSPE にも送ってくれとの回答書（資料５）をもらっている 

出家理事からは、JSPE の協力団体制度に鹿児島高専も登録頂ければマガジン記事全般を提

供できるということを提案したが、同校の希望は上記対訳記事のみであり、また少々急がれている

ということでもあったので、上記申し出を了承した。 

 今後同様な要望が他の教育機関等から出ることも想定されるため、NSPE 著作記事の取扱い手

順を JSPE として整理して広報等していくこととした。 

 

7.  理事からの JSPE マガジンへの記事の投稿要請 

出家理事より JSPE マガジンへの積極的な投稿要請が再度理事にあった。セミナーなどでの発表

などできる限り記事にして投稿することになった。また、出家理事からも案件を特定して理事に要

請することもある。 

 

【報告事項】  

 

1. 今後のセミナー等開催予定 （教育 森山）  
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・JSPE Day 9/23 に実施。今年は人材の手配ができず Web 配信を見送らざるを得なかったが、一部の方

からは Web 配信継続の要望もあった。 配信の要領自体は確立しているが、PC2 台の並列操作が必

要なためセミナー時の操作要員確保を今後の課題として認識した。 

・12/9 に第 299 回関東 CPD セミナーを実施予定。「1) エネルギービジネスは第四次産業革命でどう変わ

るのか、2) 住宅・ビル制御の世界標準 KNX とその最新技術動向について」というタイトルでインターテ

ックリサーチ株式会社取締役社長の新谷 隆之氏より講演頂く予定。 

・12/9CPD セミナーのあと関東 YEP を実施。昨年は申込が多く参加できない方も出たため、今回は人数

に自由度がある半立食形式の所で行う。なお、より多くの方に出席してもらえるように、YEP の案内文

に実施内容を追記するよう監事より助言があった。 

・来年 1/27 の 300 回記念 CPD セミナーは、9 月に東京で面会したワシントン大学の Steven CollinsPE に

日米の技術倫理を中心としたテーマで講演いただく予定である。また、Collins さんとは来年 7 月の

NSPE 総会にて JSPE 派遣者と合同で日米のエシックス相違等に関するパネルディスカッションを行う

計画を進めている。この詳細は 1 月理事会であらためて報告する。 

 

2. YEP 準備状況：教育部会 

関西 YEP を 12 月 2 日 18:00-21:00 に予定しており、神戸三宮の酒肆大関 南店の座敷（15-20 名）

を予約した。会費は補助を見込み、男性 3,000 円、女性・学生 2,000 円を予定。 

 

3. 川村会長居住地変更見込み （川村） 

勤務先の組織変更に伴い、川村は 1 月初めより横浜勤務（単身赴任）となる見込みである。会計

業務などに支障が出ないようできるだけ努力する。 

 

4. 会計業務報告 （川村） ・・・ 資料６ 

 9 月末までの半期決算を添付資料６に示す。 また会計部会から紺野税理士へ記帳依頼する会

計報告表の様式を 9 月より少し変更したので、今後各理事から会計部会への報告にもこの様式を

使って頂きたい。 

 

5. 北関東地区会員交流会(寺田) 

4月の茨城県交流会に続く第2弾として栃木県交流会の開催を計画したが、申込みが会員1名の

みであり残念ながら中止とした。なお、申込み会員は州登録で苦労しているようであり、担当理

事との面着相談等を現在調整中。 

 

 

6. 会員データ一元管理 システム(Kamsys)試行報告状況（会員 森口）・・資料７ 

９月理事会で了解されたファイルメーカーによる会員会費管理ツール(Kamsys)を購入しての評価

状況が会員部会より報告された。 

まだ、試行中ではあるが、現在の業務負担を大きく減らすことができそうとの感触を得つつある。 

 

 

 

【次回理事会予定】  1 月 20 日（土） 9:30〜    

 

                           【議事承認印】 

承認 川村 武也 2017.11.21 

承認 阪井 敦 2017.11.22 

承認 森山 亮 2017.11.22 

書記 山浦 良久 2017.11.20 

 


